チームカンファレンス記録
	Ａ.Ｏ.Ｍ
	Ｓ.Ｇ.Ｍ

	
	





令和6年7月13日（土）　　　　　　　司会：川守田　裕紀　記録：小林　夏樹
	加藤
	中野
	川瀬
	滝田
	織田
	川守田
	山本
	小向
	平尾

	休
	準
	○
	深
	深
	〇
	休
	休
	〇

	大久保
	見上
	木村
	三浦
	橋本
	大矢
	中村
	小原
	金濱

	〇
	休
	準
	ＣＤ留守
	外来
	休
	ＣＤ留守
	年次
	ＣＤ留守

	阿部
	グエン　ティホン　フエ
	ホアン　ハイ
イエン
	久保
	工藤
	小林
	小澤
	笠原
	石鉢

	準
	ＣＤ留守
	休
	深
	休
	〇
	○
	〇
	○

	藤田
	石戸谷
	
	
	
	
	
	
	

	休
	休
	
	
	
	
	
	
	



＜連絡事項＞
・特になし。

＜患者様連絡事項＞
・患者様への対応、観察、行動への介入の為、対象患者様の部屋移動実施。
藤井　有子様　A121→B102
淵沢　和子様　A116→B103
佐々木　チヨ様　B102→A121
[bookmark: _GoBack]伊藤　のり子様　B103→A116

＜要注目患者様＞
・金田　とし子様～呼吸安定しており8:30酸素オフ。以後酸素飽和度90後半で経過。経管栄養もトラブルなし。

・中村　榮子様～ここ数日排尿量が300以下が続いている。酸素使用にて呼吸状態は横ばい。2～3時間毎に吸引実施している。

・橋本キヨエ様～皮下点滴実施中。顔色不良で四肢浮腫著明だが意識レベルクリア。

・淵澤　和子様～深夜帯転倒。居室変更実施済み。居室変更により自分の居室が分からないようなので声掛け必要。

・西舘　利彦様～バイタル異常なし。声掛けに返答あり。経管栄養終了間際から痰鳴あり、吸引している。

・川村　和弘様～バイタルサイン異常なし。痰鳴あり適宜吸引施行。	ムセあり食事は数口のみ摂取。

・市沢　貞子様～各食介助するも手を振り回し粗暴行為、補食はストローを噛んで抵抗。オムツ交換などの他動時には骨折部痛の増強あり。朝食はメイバランスミニ飲用し服薬。昼食は拒食、拒薬あり。

＜行動制限＞
・滝上　八重子様、西舘　利彦様、市沢　貞子様　3名のミトン使用について話し合った。

滝上　八重子様
【拘束等が必要な理由】
・異食行為、他者に食事ねだる行為ある為。
【拘束等回避の代替案】
・スタッフ視線に入る場所に部屋移動。

西舘　利彦様
【拘束等が必要な理由】
・経管栄養チューブや膀胱留置カテーテル留置の必要性を十分に理解できずに自己抜去する可能性があるため
【拘束等回避の代替案】
・疎通は曖昧だが簡単な疎通が図れる時はあるため、本人の思いや意向・カテーテル留置の理解について確認する。
・チューブ類は視界に入らない場所にする。

市沢　貞子様
【拘束等が必要な理由】
・点滴が必要だが、治療目的を十分に理解できていないことから、ラインを自己抜去をする可能性があるため
【拘束等回避の代替案】
・点滴ラインを本人の気にならないよう整理する。
・手が届かない場所に留置する(足等)
